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パ ネ ル発 表2003 .11-15,16 「デザ イ ン理 言鉦44/2004

『二 十 二 夜 待 ち 』

舞 台 衣 裳 デ ザ イ ン コ ン セ プ ト

ー 第45回 意 匠学 会 大 会 パ ネル 発 表 よ り

森 田 雅 子/武 庫 川女子大学 生活環境学科

1作 家/劇 団/演 出/戯 曲 紹介

1-1木 下順二 の世界

大正3年(1914)8月2日 東京本郷生 まれ。東

京帝 国大学 英文学 部卒。戦 中戦 後を通 じて戯 曲執

筆。 昭和57年(1982)に は教科書 『小学校 国語∠

編 纂担当 してい る国民 的作家 である。

「二 卜二 夜待 ち』 は敗戦 直後発表 の作品(『 小

天地』1946年8号 掲載)。 木下順二 は 自ら二度 も

戦役を忌避 した経緯 を告 白 しているが,そ の懺悔

の気持ちであろ うか,日 本 の戯 曲家 としてはめず

らしく政治 的な問題意識 の色濃 い作 品を書 き続 け

てい る。 戯曲は大別 して民話劇 とそれ以 外の歴 史

劇等がある とされる。

木下順二 は 自身の民 話劇の表現 をギ リシャの悲

劇な どに比 して 〈素朴であ り,矮 小 であ り,穏 和

なその 日本的テーマに湛え られている美 しさや楽

しさ〉 とす る(奥 野建 夫11986)。

1-2劇 団/演 出家紹介

演出は劇団あ しぶえ代表の園山土 筆氏。35年 来

の地域に根 ざした演劇 活動 に対 して,サ ン トリー
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地 域 文 化 賞 他 数 々の受 賞 に 輝 く。 最 近 は カ ナ ダ ・

ハ リフ ァ ックスで 開催 され た 〈世 界演 劇 会 議 と フ ェ

ステ ィバ ル 〉 で ヒ演 した 「セ ロ弾 き の ゴ ー シ ュ』

で 〈ベ ス トビ ジ ュア ル プ レゼ ンテ ー シ ョ ンア ワー

ド(最 優 秀 視 覚 的 舞 台 表 現 賞)〉 を授 与 され て い

る。

1-3筋 書 き/演 出 コ ンセ プ ト

世麓鍛 鼎 緇 囂

驚1齬 驫ll
耄聾艨峯彳孚告巌羸離
のふれ あいが描かれ る。

村 の祠で二1一二 夜待ち講に集

う村 びとた ち。そ こへ藤六が御婆を背 負 って連 れ

て くる。藤六 は働 きに行 ってい る間,村 び とに御

婆の相手を して もらうつ もりだ。勿論 貧乏人で独

り者 の藤六 は御婆 に弁当を こさえて持 たせる余裕

はな い。 しか し暖か く御婆を迎え入れ る村び とた

ちは御婆 に弁 当や らタバ コを薦めてや る。宴 もた

けな わ,放 蕩者が到着 して村び とは一 目散に逃げ

帰 って ゆ く。遺 され るのは藤六,御 婆 と放蕩 もの

の3人 。 この部分のペー ソスとユーモアの掛 け合

いが従来演 出上の難関 とされて きたc

〈どこそ こ村〉の茶番を通 じて現代の高齢 化社

会 に於けるお互 いの いたわ りあい と家族関係,地
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域社会の 人間関係をみつめなそ うとす るのが園山

の演 出コ ンセプ トであ るG舞 台 衣裳 デザイ ンコ ン

セプ トは このような人々を 一薄汚 くも気高 い人 々」

というキ ーワー ドでま とめる ことでは じまる。

2舞 台衣裳デザイ ンコンセプ ト

2-1「 薄汚 くも気高い人 々」

舞台美術 はシンボルにまみれたこの世 の万華鏡

の如 き現実 をもっともらしく単純 明快 に整理整頓

して く擬 らえ〉 てい くところか らは じまる。　薄

汚 くも気高 い人 々」の外観 はどうあるべ きなのか。

時代考証や調査を行な ってみた。

2-1-1服 飾表現技法(テ クスチ ュア)

〈木綿以前の時代〉 の原始布 を米沢 の原始布 ・

古代織物参考館や丹後 ・宮津 の丹後藤織 り保存会

な どで取材す る。柳田国男定義す るところの く木

綿以前の時代〉は江戸中期以前 の時代で ある」木

綿はそれ ほど栽培 されてお らず,当 時 〈布〉 とい

えば麻織物の ことであ った。

また衣類 は数代に渡 って大 切に使われた。例え

ば シナ ノキな どの木の繊維,藤,葛,蕁 な どの樹

布

皮 ・草 皮を績 んで糸 をつ くり,さ らに糸 を機 に架

けて織 り,強 靱 な 日常 着や労働着 用の布 を調達 し

た と され る。 〈木綿 以前 の時 代〉 を彷佛 させ る

〈原始布〉 のイメー ジを描 きつつ科布風の生平を

使い,大 麻,藤 布(丹 後藤織 り保 存会寄贈)を 併

用 した。 また粗野な草木摺染めに擬 えて植物染料

染めを施 す。

2-1-2服 飾表現技法(フ ォル厶とスケール)
・広巾の小袖 一平面構成 一扮装の種類

広巾感覚 の初期小袖風で(袖 巾短 く,衽 下 り少

く,襟 巾広 く,身 巾も広い)着 装す るとコ ンモ リ

とした重厚 な容姿 とな る。な らず者 は くかぶ きも

の〉の設定で男性で唯一着流 し姿 とす る。

な らず 者 一 着流 し ・デ ンチ ・脚 絆 ・綱 帯

藤 六 と お婆 一藤 布 の ミジ カモ ンと ノ ノ タ ッケ

村 び と ・老 男 一広 巾小 袖 ・カ ル サ ン袴 ・

デ ンチ ・被 り物

村 び と ・老 女 一広 巾小 袖 ・被 り物

和 尚 一法 衣
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